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　1939年に発足した名古屋大学は、旧帝国大学として最
も歴史が新しく、その自由闊達な学風の下、世界レベルの
研究大学として発展してきました。名古屋大学ゆかりの6人
のノーベル賞受賞者の研究は、レガシーとして今も継承さ
れています。2020年度には岐阜大学と東海国立大学機構
を設立し、研究・教育にさらなる厚みを生み出しています。
　今春には「Nextビジョン2027」を策定し、世界の卓
越した研究者が集う「知の梁山泊」の形成を推進。また、
アントレプレナーシップ教育や、世界の大学とのパート
ナーシップ関係の強化に力を注いでいます。こうして“勇
気ある知識人”として世界を変革するイノベーションを創
出する人材育成を目指しています。

自
由
闊
達
な
学
風
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
学
者
を
輩
出

世
界
レ
ベ
ル
の
基
幹
総
合
大
学
と
し
て

知
の
梁
山
泊
で
勇
気
あ
る
知
識
人
を
育
成
す
る
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多
様
な
人
と
知
が
集
う

東
海
機
構
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

名
古
屋
大
学
は
、
岐
阜
大
学
と
と
も
に

２
０
２
０
年
度
に
東
海
国
立
大
学
機
構
を

設
立
し
、
両
大
学
の
教
育
改
革
の
司
令
塔

と
し
て
の
組
織
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン

ト
ラ
ル
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

春
か
ら
「
東
海
機
構
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
仮
称
）」
の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。
最

先
端
の
教
育
を
進
め
る
機
構
・
大
学
の
広

場
と
し
て
、
す
べ
て
の
機
能
に
つ
な
ぎ
、

地
域
や
国
内
、
世
界
に
ひ
ら
く
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
の
役
割
を
担
う
施
設
で
、
２
０
２
５
年

に
完
成
予
定
で
す
。
地
下
鉄
名
古
屋
大
学

駅
か
ら
名
古
屋
大
学
中
央
図
書
館
ま
で
の

広
大
な
ス
ペ
ー
ス
（
約
７
０
０
０
㎡
）
に
、

「
面
白
さ
と
未
来
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

学
生
、
教
職
員
だ
け
で
は
な
い
多
様
な

人
々
が
交
流
し
集
う
場
と
な
り
ま
す
。

　

杉
山
直
総
長
は
、「
大
学
・
地
域
・
企

業
な
ど
多
様
な
人
と
知
が
集
い
、
新
た
な

価
値
を
創
造
す
る
場
の
形
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

東
海
国
立
大
学
機
構
で
は
、
２
０
２
１

年
に
「
糖
鎖
生
命
コ
ア
研
究
所
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
糖
鎖
の
研
究
は
、
世
界
的
に

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
若
手
研
究
者
の

育
成
に
も
力
を
入
れ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
「
卓
越
教
授
制
度
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
外
部
か
ら
招
請
す
る

場
合
は
45
歳
未
満
に
限
る
な
ど
、
若
手
を

重
視
し
て
い
ま
す
。「
名
古
屋
大
学
に
野

心
溢
れ
る
人
々
が
集
ま
り
、
お
互
い
刺
激

し
な
が
ら
新
し
い
研
究
の
芽
を
つ
く
っ
て

い
く
。
ま
さ
に
梁
山
泊
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

本
学
の
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
の
中
で
、
勇

気
あ
る
知
識
人
  （1）

と
し
て
世
界
を
変
え
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
実
現
し
て
い

き
た
い
」
と
杉
山
総
長
。

　

研
究
面
で
は
、
名
古
屋
大
学
に
ゆ
か
り

の
あ
る
６
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
輩

出
し
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
ま
す
。
化

学
賞
を
受
賞
し
た
野
依
良
治
氏
と
下
村
脩

氏
に
代
表
さ
れ
る
化
学
と
生
命
科
学
を
発

展
さ
せ
、
融
合
し
て
い
る
の
が
「
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
生
命
分
子
研
究
所
」

で
す
。
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
益
川
敏
英

氏
と
小
林
誠
氏
の
研
究
を
さ
ら
に
進
化
さ

せ
る
「
素
粒
子
宇
宙
起
源
研
究
所
」、
赤

﨑
勇
氏
と
と
も
に
世
界
初
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
実
現
し
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
天
野
浩

氏
が
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
「
未
来
材

料
・
シ
ス
テ
ム
研
究
所
附
属
未
来
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
集
積
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と

い
っ
た
研
究
施
設
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
が
記
念
碑
で
は
な
く
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

世
界
基
準
の
学
び
を
実
践

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
も
充
実

　

名
古
屋
大
学
で
は
「
全
学
教
育
科
目
  （2）

」

に
よ
る
基
礎
教
育
・
教
養
教
育
を
実
践
し

も
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、

名
古
屋
大
学
と
岐
阜
大
学
と
い
う
二
つ
の

大
学
を
束
ね
る
こ
と
で
、
国
際
的
に
も
注
目

さ
れ
る
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
文
部
科
学
省
の
『
共
同
利
用
・
共
同

研
究
拠
点
』・『
大
規
模
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
促
進
事
業
』
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
海
国
立
大
学
機
構
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
外
の

方
に
も
知
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
放

し
、
機
構
内
外
１
０
０
万
人
以
上
が
集
う

「
デ
ジ
タ
ル
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
構
築

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、「
大
学
、
そ
し

て
地
域
を
丸
ご
と
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
し
ま

う
」（
杉
山
総
長
）
と
い
う
試
み
で
す
。

世
界
ト
ッ
プ
研
究
者
が
集
う

「
知
の
梁
山
泊
」
を
整
備

　

名
古
屋
大
学
は
今
春
「
名
古
屋
大
学

Ｎｅ
ｘ
ｔ 

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
７
」
を
策
定

し
、
世
界
屈
指
の
研
究
大
学
と
し
て
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
核

と
な
る
の
が
「
Ｌ
Ｙ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
リ
ュ
ケ

イ
オ
ン
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
２
０
２
６

年
度
を
目
途
に
約
１
万
４
０
０
０
㎡
の
ア

ン
ダ
ー
ワ
ン
ル
ー
フ
型
の
大
規
模
研
究
棟

を
建
設
し
、
そ
こ
に
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
研
究
者
が
集
い
、
新
し
い
学
術
分
野
を

切
り
開
く
「
知
の
梁
山
泊
」
に
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
杉
山
総
長
は
「
世
界
か

ら
卓
越
し
た
研
究
者
を
招
へ
い
し
て
、
魅

力
的
な
研
究
環
境
の
も
と
で
新
分
野
の
創

成
に
つ
な
げ
た
い
。
世
界
中
の
研
究
者
が

訪
れ
た
く
な
る
卓
越
研
究
拠
点
群

（W
orld-class Critical M

ass

）
の
形
成

（1） 勇気ある知識人
　勇気ある知識人とは「社会の担い手であるこ
とを自覚し、議論を通じて社会を改善し、存続
させることを自らの責務として引き受け、それ
をうまく成し遂げられる」存在のことを指す。
責任感をもって社会に貢献しようとする高い志
とグローバルな視野を備え、幅広い教養と高い
専門性を身につけ、人々の幸福や持続可能な社
会の発展を妨げる諸問題の解決に積極的に寄与
できる人材とも言える。そのために必要な素養、
能力を「教養」と呼んでいる。理想的な教養教
育は真の意味での「エリート教育」でもある。

（2） 全学教育科目
　すべての学生が専門分野によらず共通に身に
つけるべき基礎的素養（汎用力・課題発見／解
決力）を育む「共通基礎科目」、専門分野を学
ぶ基礎となる最も基礎的な知識と技能を身につ
ける「分野別基礎科目」、人類社会の問題解決
に資するため異分野・異文化に対する開かれた
態度や分野を超えた幅広い知識への関心を身に
つける「教養科目」からなる。共通基礎科目に
は英語、初修外国語などのほか、文系・理系を
問わずすべての学生が学ぶ「データ科学科目」
が含まれる。

（3） 戦略的パートナー大学
　名古屋大学の国際的な教育・研究力を強化し、
国際プレゼンスを向上させるため、組織的に深
く取り組む双方向の連携活動を推進する海外の
有力大学を指す。名古屋大学の「リアルなキャ
ンパス」を現地に設置し、将来的には戦略的
パートナー大学のリアルなキャンパスを名古屋
大学に設置する。キャンパス事務所は、海外拠
点としての役割も担う。

（4） 総合型選抜（旧AO入試）
　大学入学共通テストを課す総合型選抜を数理
学科、物理学科、地球惑星科学科で、大学入学
共通テストを課さない総合型選抜を化学科、生
命理学科で実施する。自然界を貫く真理の探究
に挑むため、総合的な基礎学力に加えて理学の
諸分野における幅広い教養と深い知識を持ち、
チャレンジ精神と知的好奇心に満ちあふれた創
造力をもつ人を求める。

て
い
ま
す
。
そ
の
実
施
組
織
で
あ
る
教
養

教
育
院
で
は
、
普
遍
性
と
先
進
性
の
両
立

を
め
ざ
し
て
２
０
２
２
年
度
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
改
善
し
、
世
界
基
準
に
準
拠
し
た

新
し
い
学
び
を
実
践
し
始
め
ま
し
た
。
例

え
ば
、
文
系
・
理
系
問
わ
ず
重
要
な
基
本

ス
キ
ル
と
な
っ
て
き
た
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
築
し
た
の
を
は
じ
め
、
先
端
的
な
学
術

研
究
と
国
内
外
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し

う
る
人
材
の
養
成
の
た
め
に
、
世
界
に
通

じ
る
学
術
英
語
（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
）
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
博
士
課
程
教
育
推
進
機
構
で
は

大
学
院
の
博
士
前
期
課
程
、
博
士
後
期
課

程
の
５
年
一
貫
教
育
を
行
う
卓
越
大
学
院

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
と
連
携
し
、
若
手
人
材

育
成
の
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
名
古
屋
大
学
は
産
業
集
積
地
で

あ
る
東
海
地
域
を
代
表
す
る
大
学
と
し
て
、

産
業
界
に
多
く
の
人
材
を
送
り
出
し
て
お

り
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
の
が
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・
シ

リ
ア
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
す
。

学
部
１
年
生
か
ら
博
士
人
材
ま
で
シ
ー
ム

レ
ス
に
起
業
教
育
を
実
践
し
、
大
学
の
も

つ
高
度
技
術
シ
ー
ズ
の
社
会
実
装
を
加
速

す
る
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
の
一
環
と
し
て
、
名
古

屋
大
学
は
今
年
７
月
１
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
施
設
「
Ｂ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
71
」
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
準

備
室
を
開
設
し
ま
し
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
71

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
（
Ｎ
Ｕ
Ｓ
）

の
起
業
部
門
で
あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｓ
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
施
設
で
す
。

大
企
業
や
政
府
機
関
と
の
協
力
的
か
つ
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
Ｎ

Ｕ
Ｓ
内
外
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
起
業
家

精
神
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
、
名
古
屋
大
学
が
日
本
で

最
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
視
野
に

ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
と
し
て
世
界
へ

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

時
代
の
国
際
展
開
を
視
野
に
、
２
０
２
２

年
４
月
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ル
チ
キ
ャ

ン
パ
ス
推
進
機
構
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
の
強
み
で
あ
る
ア
ジ
ア
展
開

を
活
か
し
、「
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
」
と
し
て

ア
ジ
ア
大
洋
州
・
北
米
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

３
極
と
の
有
機
的
連
携
に
よ
り
積
極
的
に

国
際
展
開
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
「
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
大

学
  （3）

」
と
の
相
互
拠
点
化
に
よ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
マ
ル
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
つ
く

り
、
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
を
組
み
あ
せ

た
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー

ダ
ー
な
共
創
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
海
外
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ノ
ー

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
に
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
取
組
に
基
づ
く
拠
点
化
の
第
１

号
で
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
大
学
を

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
大
学
と
し
て
、
学
生

交
流
や
共
同
研
究
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

自
由
闊
達
な
名
古
屋
大
学
で

「
勇
気
あ
る
知
識
人
」
を
目
指
そ
う

　

名
古
屋
大
学
で
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

（
多
様
性
）
の
推
進
を
重
要
課
題
に
掲
げ

て
お
り
、
入
試
に
も
そ
れ
が
如
実
に
表
れ

て
い
ま
す
。
23
年
度
入
試
（
23
年
４
月
入

学
）
で
工
学
部
の
学
校
推
薦
型
選
抜
に

「
女
子
枠
」
を
設
け
た
の
に
続
き
、
25
年

度
入
試
で
は
、
理
学
部
で
名
古
屋
大
学
と

し
て
初
め
て
と
な
る
総
合
型
選
抜
（
旧

Ａ
Ｏ 

入
試
）  （4） 

を
実
施
し
ま
す
。

　

杉
山
総
長
は
「
名
古
屋
大
学
の
学
術
憲

章
に
は
、
自
発
性
を
重
視
す
る
教
育
実
践

に
よ
っ
て
、
論
理
的
思
考
力
と
想
像
力
に

富
ん
だ
勇
気
あ
る
知
識
人
を
育
て
る
、
と

あ
り
ま
す
。
勇
気
と
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

精
神
で
す
。
失
敗
し
て
も
決
し
て
め
げ
ず
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
活
躍
で
き
る
知

識
人
を
育
て
る
こ
と
が
本
学
の
基
本
理
念

で
す
。
名
古
屋
大
学
で
、
最
新
の
学
び
の

場
所
と
コ
ン
テ
ン
ツ
を
得
て
、
勇
気
あ
る

知
識
人
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
名
古
屋
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
テ
ー
マ
で
社
会
変
革
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
自
主
的
に
自
由
闊
達
に
、
自
分
を

成
長
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
ぜ

ひ
名
古
屋
大
学
に
来
て
未
来
を
創
る
人
材

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
受
験

生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

東海機構プラットフォーム（仮称）

名古屋大学　

ライブで
200名に伝える

30-50名で
交わるSTEAM

を20名で
つくる

地域名物を
20名で
つくる

大型
作品
展示・エキシビション

30-50名で
食べる
キッチン

人流（4000人）
世界と世界へ
スタジオ
配信

make
リフレッシュ
コーナー

VR/XR

メイカーズ

屋台

カフェ・バー

exhibition

100名
未満に伝える

ブックで交わる

駅

わくわくする未来＝希望は、
一人ひとりの感性と行動が交々
（こもごも）する磁場から生まれる。

comogomo
東海国立大学機構　みんなのコモンズ

　多様な人々や、多様な文化や価値観を受け入れる寛容性に富ん
だプラットフォームを創造することで、それぞれの多様なワタク
シが持続可能な未来につながる自分のやりたいことを見つけ出
し、それらが重なりあうことでともに生きて行くための新たな価
値観のもとに、クリエィティブな人材が集まる磁場「広場＝みん
なのコモンズ」を私たちは志し、ここを新たな価値を創造する場
とします。

東海国立大学機構
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